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「株式会社キャッツ」の株価操縦事件についての誤認報道の件 
 
 
掲題事件にかかわる「株式会社キャッツ」元社長大友裕隆容疑者並びに前社長村上幸栄容疑者他 4名（内

２名は新たな被告発者）は、2月 24日（火）「証券取引法違反罪」で東京地方検察庁により起訴されました。
今後は司法の手に委ねられ、公判にて真実が白日の下になるものと思います。 
今回の「株式会社キャッツ」の株価操縦事件に関し、弊社並びに弊社代表取締役安田隆夫が、あたかも株

価操縦に加担していたかの如く、一部マスコミにより報道され、お客様、株主、投資家の皆様並びに関係各

位には、多大なご心配とご迷惑をおかけいたしましたこと、心よりお詫び申し上げます。 
2 月６日の報道以来、弊社並びに安田隆夫は当事件とは何らかかわりあいのないことを誠心誠意主張いた
しておりましたが、当事件の容疑者であるかのような誤解を世間に与える報道をされたことは、誠に遺憾の

極みでありました。 
今回の起訴が当事件の終焉となり、弊社並びに安田隆夫共々、当事件には一切関与していないことが、今回の起訴が当事件の終焉となり、弊社並びに安田隆夫共々、当事件には一切関与していないことが、今回の起訴が当事件の終焉となり、弊社並びに安田隆夫共々、当事件には一切関与していないことが、今回の起訴が当事件の終焉となり、弊社並びに安田隆夫共々、当事件には一切関与していないことが、

明白となりましたことをここにご報告申し上げます。明白となりましたことをここにご報告申し上げます。明白となりましたことをここにご報告申し上げます。明白となりましたことをここにご報告申し上げます。    
一部マスコミの事実誤認による報道で、お客様、株主、投資家の皆様並びに弊社が蒙った損害は甚大であ

ります。かかる事態により弊社株価が急落し、弊社の信用毀損が発生したことは誠に遺憾であり、断固とし

て抗議するものであります。今後の公判の推移を注視しながら、法的手段も視野に入れ、顧問弁護士と協議

をいたしております。 
いずれにいたしましても、株価操縦という忌まわしい事件に対し、一定の結論が出たことに安堵しておる

ところであります。 
弊社は本件を機に役員をはじめ、全社員がコンプライアンスを再確認し、一点の曇りもない経営に邁進い

たす所存であります。また、今後は業績をより一層伸長させることにより、市場から高い評価を頂くべく、

更なる努力をすることを合わせてお誓い申し上げる次第であります。 
何卒、より一層のご指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 
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＜本件に関する問い合わせ先＞ 
取締役経営戦略本部長 髙橋 光夫 
法務部長 八木 秀政 
IR専用メールアドレス：ir@donki.co.jp 


